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平成30年1月31日

協議会名:鹿児島市LRTプロジェクト推進協議会

評価対象事業名：利用環境改善促進等事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

鹿児島市交通局 超低床電車２両の導入

平成13～15年度に導入したほ
ぼ同じ長さの超低床電車より、
客席部分を拡大することによ
り、定員を10名（客席を8名）増
とした。

A
計画どおり事業は適切に実
施された。

A

年間利用者約1079万人(29
年度推計）の利便性、快適
性、安全性の向上が図られ
た。

今後も車両更新の際は、超低
床電車を導入し、利用者の利
便性、快適性、安全性の向上
をより一層図ることとしている。

　



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　鹿児島市は、九州の南端鹿児島県のほぼ中央に位置し、東は鹿児島湾に面し、海を隔てた桜島を含んだ東西約33ｋ
ｍ、南北約51ｋｍ、面積は547.58㎢、人口は約60万人であるが、近年、人口減少と高齢化が進んでいる。
　本市では、人口減少・高齢化の進行、環境問題の顕在化、都市財政の圧迫といった社会経済情勢への対策として、
鹿児島市公共交通ビジョンを策定（平成22年3月、平成29年3月改訂）し、コンパクトなまちづくりの実現に向け、クルマ
に過度に依存しない社会への誘導を図るため、利便性・効率性の高い持続可能な公共交通体系を構築するとともに、
安全・快適で人と環境にやさしい交通環境の整備を図ることとしている。
　高齢者等をはじめ全ての人にとって円滑な乗降が可能となる低床式車両の導入は、これら地域交通の目指す姿に重
要な役割を果たしているところである。
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成30年1月31日

協議会名： 鹿児島市LRT推進協議会

評価対象事業名： 利用環境改善促進等事業


